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　本研 究 で は ，保育士 が 日常 の 保育業務の 中で 作 成 す る 「保 育 の 記 録 」 を 心 理 学 的 ・精神 医 学的観点 か

ら体系化した 「保育記録 に よ る 発達尺度 （NDSC ）」（中島 ほか，2010） の 構 成 概 念 妥 当 性 に つ い て 検証

を行 っ た。4 年間に わ た る単
一

市内全園調査 に よっ て，年少 か ら年長 まで，延べ 9，074 名の 園児に つ い

て の データ を得た。主成分分析 を行 っ たとこ ろ ，9 つ の 下位尺度が 見出 さ れ，い ず れ も十 分 な 内的 整合

性 を持 つ こ とが 示 され た 。 9尺度 の うち，「落ち 着 き」，「注 意 力 」，「社 会性」，「順 応性」 の 4尺度 は 月齢

との 関連が弱 く，子 ど もの 行動的
・
情緒 的 問題 の ス ク リーニ ン グ ツ

ー
ル で ある Strengths　and 　Difficulties

Questionnaire（SDQ ） との 関連 が 強 い こ とか ら，生来の 発達障害様特性や 不適切な養育環境 に よ る不適応

問題 を 反映 す る 尺 度で あ る こ とが 示 唆 さ れ た 。 逆 に，「好奇心⊥ 「身辺 自立 ⊥ 「微 細 運 動 」，「粗大 運 動」

の 4 尺 度 は．月 齢との 関 連が 強 く，SDQ との 関連 が 弱い こ と か ら．子 ど もの 適応行動 の 発達状況を反映

す る尺 度 で あ る こ とが 示 唆 さ れ た 。 こ の よ うな バ ラ ン ス の とれ た 下 位尺 度構成 に よ っ て，NDSC は．配慮

が 必 要 な 子 ど もの 検 出 と早 期対処を実現す る と と もに，現在の 子 ど もの 発達状況 に適合 した保育計画 の

策定 に貢献す る ツ
ール と して 有効性を発揮する こ とが 期待 され る。

【キーワード】　保育の 記 録，発 達障害 ， 適応行動，不適応 問題

問題 と 目的

　本 研 究 は，保 育士 が 日常 の 子 ど もの 様子 を振 り返 る た

め に 保育業務 の 中 で 作成す る 「保育 の 記録」 を心 理 学

的
・精神医学的観点か ら体系化 した 「保 育記 録 に よ る発

達尺 度 （Nursery　TeaCher
’
s　Rating　Development　Scale　fer

Children：NDSC ）」（中島ほ か，2010）の 構 成概 念 妥当性

につ い て検証 を行 う。

　子 どもの 健全な発達 を促す上 で，ま た．不適切 な養育

環境や 先天的な発達障害 に よ っ て生 じる様 々 な適応上 の

問題 を把握 し，早期 的 な対 処 を行う上 で．保育所 の 果 た

す役割 は大 きい 。厚生労働省の 定 め る 「保育所保育指針」

（厚 生 労 働 省，2008）で は，子 ど もの 個 人 差 に 配慮 した

保 育計画 の 策定を行うた め に，体重，身長，頭 囲 な どの

計測 と と もに，必 要 に 応 じて 精神や 運 動 の 機能 の 発 達 状

態を把握する こ とが求め られ て い る。実際 に わが 国 の 保

育所 で は，日常の 子 ど もの 様子 を振 り返 る 「保育 の 記録」

と，そ れ を踏 まえ て作 成 され る 「保育の 計画」が ，車輪

の 両輪 の ご と く機能 して い る 。 保育士らは 記録 を作成す

る こ とを通 して ，子 ど もの 状態や 自 らの 保育 を振 り返 り，

意 識 化 ・客 観化 して い る 。 保育実践 の モ デ ル と な っ て

い る 「計画→実行 → 評価 → 見直 し」とい うPDCA （Plan−

Do ・Check −Act）サ イク ル が 有効 に機 能 す る上 で も，保 育

の 記録 の 果た す役割は 大 きい 。

　また，平成 20年 の 保育所保育指針 の 改 正 に よ り，新

たに 「すべ て の 保育所 入 所児童 につ い て，保育所か ら就

学先 となる 小学校 へ ，子 ど もの 育ちを支え る資料 『保育

所 児 童 保 育 要 録 』 を送付す る 」（厚生労働省，2008） と

い う指針 が 盛 り込まれ た 。 こ れ は 保育所で の 子 ど もの 発

達の 状態に 関する情報をt 小学校で の 生活や学びへ とつ

なげて い くこ と を 目的 と して採用 され た もの で あ る。保

育所 か ら小学校へ の 移行 に 伴 う環境 の 変 化 に よ り，子

ど もた ち は 大 きな段差 を 経験す る こ とに な る （秋 田，

2002）。 また，文 部科 学 省 （2003） に よ る 公立小中学校
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を対象と した 全国 調 査で は，学 習障 害，注 意 欠 陥多動性

障害 （Attention　Deficit／Hyperactivity　Disorder：　ADHD ），

高機能自閉症等 の 発達障害 の 傾向に よ っ て ，通常学級 に

在籍 しなが ら特別 な教育 的支援 の 必 要 性 を示 す子 ど もの

割合 が 6．3％ に もの ぼ る こ とが 示 され て お り，保育所 段

階 で こ れ らの 問題 を検出 し，早期的な対処を行 うととも

に．就学先の 小学校へ 適切 な情報提供 を行 うこ との 重 要

性が指摘され て い る 。

　 こ うした現状を踏まえ，中島ほか （2010）は，年少か

ら年長 ま で の 発達の 過程 や適応上 の 問題を保育記録 の 中

で統
一

的 基 準 に よっ て 評価する た め の 心理尺度 と して，

「保育記録 に よ る 発達尺度 （NDSC ）」を開発 して い る。

165 項 目か ら構成 さ れ る NDSC は，通常年長 まで に 習得

さ れ る様 々 な適 応 行動 の 発達状況 と、自閉症 ス ペ ク トラ

ム 障 害 （Autism　Spectrum　Disorders：ASD ）・ADHD な ど

の 発 達 障 害 や 不適 切 な養育環境 な どに よ っ て 生 じ る 不 適

応 問題 の 双 方 を包 括的 に 評価す る た め の 尺度 と して 開発

さ れ た 。 中 島ほ か （2010 ）は ，単
一

市 内全 園調査 に 基 づ

い て NDSC の 標準値 を報告 し，項 目分 析 と信頼 性 の 評

価 を行 っ て い る が，NDSC の 構成概念妥当性 に つ い て は

未だ検討 が な され て い ない 。

　 そ こ で 本 研 究 で は，NDSC の 構成概念妥当性 に つ い

て，3 つ の側面か ら検討 を行う。 第
一に，NDSC の 尺度

構造 に つ い て 主成分 分析を用 い た検討 を行 う。 中島ほ か

（2010） は，主 成 分 分 析 な どの 統計的方法 で は な く，調

査対 象市 が作 成 ・使 用 して い る保 育記録 お よ び 年間 指導

計画 に 準ず る 形で ，165 の 尺 度 項 目 を 6 領 域 に分類 し，
さ ら に 項 目内 容 を もとに 各領域 2〜4 の 下 位 尺 度 を構 成

して い る。こ の 尺 度構 成 は，保育士 との 調 整を行い ，実

際の 評定に お ける利便性 を 考えて 設定されたもの で ある

が ，定量 的評 価 の 段 階 で は項 目間の 相関構造に 基づ い た

尺 度構成で評 価 を行 うこ とで ，尺 度に よっ て 得 られ る 情

報を よ り効果 的 に 表現する こ とが で きる で あろ う。 こ れ

は，実際 に 子 どもの 発達状況 の 評 価 や 不 適 応 問題 の ス

ク リ
ー

ニ ン グ を実施す る 上 で は 不可 欠 と な る検討 で あ

る 。 中島ほ か （2010 ）に よる 尺 度項 目作成の 経緯 を踏 ま

え る と，NDSC は 少 な くと も適応 行 動 （社 会 生 活 へ の 適

応 の た め に必 要 とな る ノ
ー

マ テ ィ ブ な行動） と 不 適応 問

題 （生 来 の 発 達 障 害特 性 や不 適 切 な 養 育環境 に よ っ て 生

じ，適応 を 阻 害す る特 異 的 な 問 題 ） の 2 つ の 下位尺度に

分か れ る こ とが 予測 され る。また，不適応問題に 関して

は，ASD の 特徴 に 関連する 対人 社会性，コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン，こ だ わ りな どの 下 位 尺 度 と，ADHD の 特徴 に

関連す る 多動性，不 注意性 な ど，よ り細分化 され た構造

が 見出 さ れ る こ と も考えら．れ る 。 適応行動 に つ い て も，
例 え ば 国際的 に 広 く利用され て い る Vineland適応行動

尺 度 （Sparrow，　Balla，＆ Cicchetti，　1984；Sparrow，
　Cicchetti，

＆ Balla，2005）に お い て ，コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン，日常生

活ス キ ル ，社会性，運動ス キ ル の 4 領域が 想定され て い

る こ とを考え る と．複数の 下位尺度に 分 か れ る こ とが予

測 され る。

　 第 二 に，上 述 の 尺 度 構 造 の 検討 に よ っ て 見 出 され た

下 位 尺 度 と月 齢 の 関連 を検 討 す る。前 述 の よ うに NDSC

は．通常年長 ま で に習得 され る 適応行動 の 発達 の 過程

と t 発 達 障害や 養育環境 に よる 不適応問題 の 双方 を評価

する た め の ツ
ー

ル で あ る 。 こ の うち，前者 は 月齢 に よっ

て 変 化す る特性で あ るが，後者 は比 較的月齢 との 関係が

薄い 特性で あ る。例 えば，適応 行動 と不適応問題 の 双方

を包括的 に評 価す る Vineland適応 行 動 尺 度 （Spa  w 　et

al．，　1984，2005）で は，適応行動 に関する下位尺 度の 素得

点が 年齢 と と もに顕 著 に増 加 す る の に対 し，不適 応 行動

に関 す る下 位尺 度 の 素得 点 は年齢 との 関連 が低 く，幼児

期 か ら児童 期 にか けて わず か な下降を示す に 留 まる こ と

が 示 され て い る。NDSC に よ っ て こ の 2 つ の 特性 の 双方

が カ バ ーされ て い る とす れ ば，適 応 行動 に 関す る下位尺

度は 月齢 と強い 関連を示 し，不 適応 問題 に 関 す る下位尺

度は 月齢 と中程度の 関連を示す に と ど まるで あ ろ う。

　 三 点 目に，親 に よっ て 評定 され た子 ど もの 適応上の 問

題 と各下 位尺 度 の 関 連 を検討す る。本研究で は，児童 ・

青年の 行動 的 ・情 緒 的 問題 を同定す る 簡便な心理尺度 と

して，欧米諸国を始め．国際的に 幅広 く利用 され て い る

Strengths　and 　Dif臼culties 　Questionnaire（SDQ ；Goodman ，
1997） を用 い て，親 か ら見 た子 ど もの 不適応問題 を測定

す る 。 SDQ は，各 5 項 目か ら構成 され る 5 つ の 下位尺

度 （情緒不 安定，問 題 行動，多動
・
不注 意，友人 関係問

題，向社会的行動） に よ っ て子 ど もの 適応 と精神 的健 康

の 状態 を包括的 に 把握す る ための 質問紙形式 の心理 尺 度

で あ り，定型 発達児の 適応評価 にお い て は，友人関係問

題，情緒不 安定の 2 尺 度が内在化問題 を，多動
・
不注意，

問題行動 の 2尺 度が 外在化 問題 をそ れ ぞ れ 反映 し，発

達障害 ・精神疾患の ス ク リーニ ン グ に お い て は，友人関

係問題 向社会的行動が ASD ，多動 ・
不注 意 が ADHD ，

問題行動 が 行為障害，情緒 不 安 定が 抑 うつ ・
不安障害

の 診断をそ れ ぞ れ．予 測 す る こ とが 示 され て い る （Blom ，

Larsson
，
　Serlachius，＆ Ingvar，2010；Du，　Kou，＆ Coghill，

20081G   odman ，2001；Goodman ＆ Lamping ，2010）。もし

NDSC が，一般 的 な 適応 行動の 発達過程 と発達障害 や養

育環境 に よ る不 適応 問 題 の 双 方 を評価 し うる とすれば

月齢とは 逆 に，前者 （適応 行動）よ りも後者 （不適応問題）

にお い て SDQ との 強 い 関 連 が 見 られ るで あろ う。 具体

的 に は，NDSC の 項 目の うち、外 在 化 問題 や ADHD 傾

向 と関連 の 深 い 項目は SDQ の 多動 ・
不注 意 や 問題行動

と相対的 に強い 関連を示 し．内在化問題や 自閉傾向 と関

連 の 深 い 項 目 は SDQ の 友人関係 問題，向社会 的 行 動，

情緒不 安定 と強 い 関 連 を示す と予 測 さ れ る 。

　本研 究 で は，以上 3 点 に つ い て ，4 年間に わ た る 単
一
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市内全 園調 査 に よっ て得 られ た 大 規模 データ に基 づ い て

検証 を行 う。

対象者

方

Table　1 対 袋 者 の 内訳 お よび 平 均万齢

男 性 　女 性 　 合 計 　平 均 月 齢 　 （SD ） 月 齢 範 囲

法

　調査対象市の 全て の 公立保育所で 4年間に わた り計 8

回 の 調査を実施し，延べ 9，074 名からデ ータ を得た 。 対

象者 の 内訳を Table　1 に示す。なお，　 SDQ に つ い て は，

2010 年 10月 調 査の み で 実 施 した。

尺 　度

　中 島ほ か （2010）に よ っ て 開 発 され た NDSC を 使用

した。中 島 ら は、10年 以 上 の 発達障害の 臨床経験 を も

つ 小 児科医 1名および臨床心理士 3名 に よ っ て，ASD ，

ADHD などの 発達障害を持つ 子 ど もが 示す不適応問題に

つ い て，Pervasive　Developmenta1　Disorders　Autism　Social

Japan　Rating　Scale（PARS 委員会，2008 ）お よび Attention

Deficit　Hyperactivity　Disorder　Rating　Scale（Dupaul，　Power，

＆ Anastopoulos，1998 ／2008 ）を参考 に 項 目化 し た 。また，

津守 ・稲毛 （1961），津守 ・磯部 （1965） の 「津守 ・稲

毛式 乳 幼児精神発達質問紙」，大村 ・山内
・
高嶋

・
橋本

（1989）の 「KIDS ⊥ 遠城寺 （2009） の 「遠 城寺式乳 幼

児分析的発達検査法 （九 大小児科改訂版）」 な どの 発 達

検査を参考 に，幼児期 に獲得 され る適 応 行動 に 関す る 項

目を作成 した 。 NDSC は 165 項 目か らな る尺 度で あ り，

各項 目につ い て 0 点か ら 2点の 3段 階 で評定を行 う。 た

だ し，選 択肢 は 数字で は な く，項 目 ご とに具体的な文 で

表現 し た もの と な っ て い る。例 えば，「自分で 食べ よ う

とす る」 とい う項 目で は，「い つ もしようとす る 」場合

に は 2 点，「自分 で 食 べ よ う と す る こ とが 多い 」場 合 に

は 1点，「しよ うと しな い か，た まに し か しよ うと しない 」

場合 に は 0点 を与える ， また，評定で き ない 場 合 を考 慮

して ，「判断で きな い 」 とい う選 択 肢 も用 意 した。「判 断

で きな い 」が選択され た項 目 に つ い て は 欠損 扱 い と した。

36項 目の 逆転項 目も含め，そ の 項 目で 提 示 され る 適応行

動が 習得 され て い る，も し くは，提示 され る不適応問題

が 見 られ な い ほ ど （つ まり，よ り適応的で ある ほ ど），高

得点 に な る よ う点数化 され た 。 例え ば，「身支度 に 時間

が か か る」 で は，「速 や か に 身支度が で きる 」場合 に は

2 点，「身支度 はで きる が，多少時間が か か り，注意の 促

しな ど．指導上 の 配慮 を必 要 とす る」 場 合 に は 1 点，「身

支度 に 時間が か か り，1 つ 1つ 注意 を促すなど，指導上

の 配慮 を して い る」場合 には 0 点 を与 え た。

　NDSC の 評 定 者は，年 長，年 中，年少 の 各 ク ラス を担

任 して い る保育士 で あり，ク ラス の 全て の 子 ど もに つ い

て 評定 を依頼 した。担任保育士 の 負担 をで きる だけ軽 く

する こ と，データの 管理を確実かつ 簡潔 に す る こ と，評

定結果の 出力を評定直後 に得 られ る こ と とい っ た保育現

場 の ニ
ーズ を満 た す た め に，NDSC を Windows

  XP を

2007年 10月

　 年少

　 年中

　 年 長

140　　148　　288　　　47．93　　　（3．50）　　42−53

190　　160　　350　　　59．99　　　（3．61）　　54−65

199　　182　　381　　71．58　　　（3．40）　　66−77

2008年2 月

　 年少

　 年 巾

　 年 長

147　　 149　　296　　　51．75

197　　 163　　360　　　63．93

221 　　 198　　 419 　　　75，72

（3．43）　　46−57

（3．50）　　58 −69

（3．28）　　70−81

2008年 10月

　 年 少

　 年 中

　 年 長

197　　162　　359　　47，80　　　（3．73＞　　42 −53

181　　205　　386　　　59．88　　　（3．46＞　　54−65

226　　199　　425　　　71．96　　　（3．51）　　66−77

2009 年 2 月

　 年少

　 年 中

　 年長

204 　　 161　　 365 　　　5L80

189　　219　　408　　　63．87

229　　 195　　424 　　　75，95

（3．73）　　46−57

（3．51）　　58−69

（3．52）　　70−81

2009年 10月

　 年少

　 年 中

　 年長

199　　218　　417　　 47．85

237 　　　196　　 433　　　59．77

197　　　168　　365　　　71．93

（3．45）　　42−53

（3．65）　　54−65

（3．51）　66−77

2010 年 2 月

　 年少

　 年 中

　 年長

194　　160　　354　　51．85　　　（3．47）　　46−57

224　　194　　418　　　63，83　　　（3．66）　　58−69

174　　194　　368　　　75．88　　　（3．52）　　70−81

2010 年 10 月

　 年少

　 年 中

　 年長

146　　156　　302　　48．02　　　（3．58）

181　　146　　327　　59．99　　　（3．48）

196　　180　　376　　　7L74　　　（3．59）

42−5354
−6566
−77

2ell年 2 月

　 年少

　 年中

　 年長

191　　185　　376　　 52．06　　　（3．55）

227　　193　　420　　63．91　　 （3．51）

248　　209　　457　　　75．80　　　（3．62）

46−5758
−6970
−81

合計 4734 　 4340 　 9074

OS と す る コ ン ピ ュ
ー

タ 上 で 実 行 で き る Excel
  VBA に

よ る プ ロ グ ラ ム を独 自に 作成 し，利用 した 。

　SDQ 日 本語版親評 定 フ ォ
ーム （25 項 目）をウ ェ ブ サ

イ ト （http：IXwww．sdqinfo ．or9 ！） よ りダ ウ ン ロ
ー

ドして 使

用 した。対 象者 の 親 も し くは 主 た る養 育者 に SDQ 日本

語 版 へ の 回 答 を 求め た。SDQ は，各 5 項 目か らな る 5

つ の 下 位尺 度 （情緒不安定，問題行動，多動
・
不注 意

友人関係問題 向社会的行動）か ら構 成 され る。各 項 目

につ い て，あて は まらない （0），まああて は ま る （1），
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あ て は ま る （2）の 3 段階 で 評定が 行 わ れ た 。 向社会的

行動 を除 く4 つ の 下 位尺 度の 得点 を合計 し，困 難 性総 合

得 点 が 算出 され た。向社会的行動 は得点が 高 い ほ ど適応

が よ く，その 他の 尺度は 得点が高い ほ ど適応が 悪 い こ と

を 意味する 。

倫 理 的側面へ の 配慮

　本研 究は，浜松 医 科大 学 と調査 対象市 の 間で 締結 され

た調査と支援 に関 す る協定 に基づ い て実 施 され た。個 人

情報 に つ い て は，同 市の セ キ ュ リテ ィ
・ポ リ シ

ー
に則 っ

て 厳重 に管理 した。本研究の 手続 きは，浜松医科 大学医

の 倫理 委員 会の 審 査 と承 認 を受 け た。

統計分 析

　全て の 統計分析 に は PASW  
　statistics 　18．O．O （SPSS社）

を使用 した。まず，NDSC の 165 項 目につ い て 探索的主

成分分析 （プ ロ マ ッ クス 回転 ） を行 い ，尺 度構造 を検討

した。 また，各 下 位 尺 度 とSDQ 得点 の 関 連 を Pearson

の 相関係数 に よ っ て 検討 した 。 月齢 と各下位 尺 度 の 関連

につ い て は，直線的な関係 を示さない 可能性がある ため．

相関 係数で は な く，各下 位尺 度得点 に 対す る 月齢の 効果

量 η
2
を算出す る こ とで 検討 した。

　本研究 で は，同
一

の 保育所か ら 8 回 に わ た っ て 調査

を実施 して い る た め，同一
の 対 象者か ら 2〜6 回デ

ー
タ

を得 て い る 。 統計 分 析 を行 う上 で は．原則 的 に デ
ー

タ の

独 立 性が 前提 となる た め．同
一

の 対象者 か ら複数回に わ

た っ て デ
ータを得 た場合，それ を独立 なデータ と 見 な し

て 一
度 に分析 を行 うこ と は望ましくない とされ る。特に

推測 統計 に基 づ く分析 の 場合，自由度が 不 当に増加す る

ために適切な結果 を得る こ とが 難 し くなる 。

　 しかし，主成分分析 は推 測統 計 を使 用 しな い 方法 で あ

る た め，各 回 の 問で 平均値 や相 関 行列 に差 が 見 られ な い

こ とが 仮定 で きれば，独立な繰 り返 しと見 な して 分 析 を

行うこ とが 可能で あ る。 相関行列 に関 して は．本研 究 で

は 基 本 的 に 同
一

の 条件 で 複数 回 の 測定を行 っ て い る た

め，各 回 の 間 で 系統 的 な差 が 生 じ る と は 考えに くい 。し

か し，平 均 値 に 関 して は，同
一

の 年度内で 2 回ずつ 測 定

を行 っ て い る た め，対 象 者 の 月 齢 上 昇 に 伴 っ て 測定値 が

上 昇 して い る可 能性が高い
。 また，独 立 性 の 問題 とは別

に，多 くの 項 目が 月 齢 に よ っ て 強 い 影響 を受ける とすれ

ば，主成分分析を行 っ て も，1次元性が 高くなり，明確

な尺度構造 が 見られない 可 能性 が あ る。そ こ で，月齢 の

影響 を統制す る た め ，主 成分分析 に先立 っ て以 下 の よ う

な処理 を行 っ た。まず，各項目の 月齢 （42
−82 ヵ 月）ご

との 平 均値 を算出 した 。 その 月齢推移 に つ い て，PASW
の 平滑化 プ ロ グ ラ ム （T4253H ）を用い て 平滑化を行 っ た。

次 に，各個 人 の デ
ータか ら対応 す る 月齢 の 平滑化後 の 平

均値 を減 算 した。主 成 分 分析 に は こ の 処理を行 っ た デー

タ を使 用 した 。

　各下 位尺度 と 月 齢 の 関 連 に つ い て は，月齢 の 統制処

理 を行 っ て い な い データ に つ い て 各 回 ご と に 効果 量 η
2

を算 出 し、そ れ を 平 均 した 値 を報 告 す る。ま た，SDQ
と の 関連 につ い て は 1時点の 調査の み で SDQ の 測定を

行 っ て お り，独立 性 は 問題 に な らな い た め，月齢を統制

して い ない データ を使用 した。な お，SDQ と NDSC の

相 関 を検討す る 際，NDSC の データ は，　 SDQ と調 査時

期が同
一

で あ る 2010年 10 月の データの み を使用 した 。

相関係数の 有意性 の 検定 に あた っ て は，Bonferroni法 に

よ っ て p 値 の 調整を 行 っ た 。

結 果

尺度構造

　固有値が 1以 上 の 成分を採用 す る方針 で検討 した が，
10 成分解以 ヒで は項 目数 が 極端 に 少 な く解釈 の 難 しい

成分が 表 れ た た め，9成分解を採用 した 。 9成分 で 全分

散 の 43．8％ が 説明され た 。 第 1 成分 は，「思 い とお りに

な らなくて も我慢 が で きる」，「癇癪 の 程度が 強 い 」 な ど，

子 どもの 多動性 ・衝 動性の 低 さや 落 ち着 きに 関す る 項 目

が 高い 負荷を示 して い た た め，「落 ち着 き」 と命名 した 。

第 2 成 分 は，「友 だ ち を遊 び に 誘 う」，「他 の 子 ど もに 興

味が な い 」な ど，対 人 社 会 性 に関 す る項 目が 高い 負荷 を

示 して い た た め，「社会性」 と命名 した 。 第 3 成分 は，「身
近 な動植物 を 見た り，触れ た りす る」，「自然 の 事象 に触

れ，興味関心 を示す」 な ど，知 的 好 奇 心 に 関 わ る項 目が

高い 負荷 を示 したため，「蜂奇心」と命名 した。第 4成

分 は，「集団 で 全体 の 指示を聞き取 る」，「集中で き，注

意 が そ れ な い 」 な どの 項 目が 高い 負荷 を示 した た め 「注

意力」と命名した。第 5 成分 は，「自分 の 名前が書け る」，

「形 の 模 写 や縁 取 りが で き る 」 な どの 項 目が 高い 負荷 を

示 した た め ，「微細運 動」 と命名 した。第 6 成 分 は，「排

泄 の 始末が で き る 」，「衣 服 の 着 脱 を ひ と りで す る 」 な ど

の 項 目が 高い 負荷 を示 した た め，「身辺 自立 」と命名 した。

第 7 成 分 は，「2 語文以 上 で 話す」，「発語 が あ る」な ど

の 項 目が 高 い 負 荷 を示 した た め．「言語表出」と命名 した。

第 8 成 分は，「緊張 しや す い ，もしくは 泣 くこ とが 多い 」，
「新 し い 場面 ・状 況 にす ぐに 慣 れ る 」など の 項 目が高い

負荷を示 した た め，「順 応 性」と命名 した 。 第 9 成分 は，

「階段を
一

人 で昇 り降 りす る」，「リズ ム よ く両足 で 跳 ぶ 」

などの 項 目が高 い 負荷を示 した た め，「粗 大 運動」 と命

名 した 。 資料 1 に 各下 位尺度を構成す る項 目を示 した （項

目内容は 中島ほ か （2010） を参照 され たい ）。

　 い ず れ か の 成 分 に ．35 以 上 の 負荷 を示 し，他 の 成 分 に

は ．35 以 上 の 負荷 を 示 さ な い と い う基準 で 項 目 を 分 類

し，9 つ の 下 位 尺 度 を構 成 した。い ずれ の 下 位尺 度 に も

含 まれ な い 残 余 項 目 は 48 項 目で あ っ た。各下 位尺度お

よ び総 得 点 の 記 述 統計 と内的整合性 の 指標 で あ る α 係

数 を Table　2 に示 した。総得点に つ い て は，残余項 目も

含め た 全 165項 目の 合計を示 して い る。い ずれ の 尺度 も
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Table　2　 M ）SC の 咨 下位尺 度 の 平均 ・漂準偏差 と α 孫数

年少 10 月 （n ＝1366） 年少 2 月 （i7＝1391 〕 年 中 10 月 （n ＝1496）

M （SD） α M （SD ） α M （SD＞ α

落 ち着 き

注 意力

社会性

順応性

言語表出

好奇心

身辺 自立

微細運 動

粗大運 動

総得点

34．8127

．0940

．5816

．6820

．2210

．907

．6710

．038

．43243

．99

（8．49）

〔7．85）

（8，88）

（4．98）

（4．25）

（L67 ）

（2．17）

（3．64）

（1．71）

（48．51）

4

「
DQ

り

9

．95

．816391

．86

．87

．69

．98

37，2529

．4743

．6018

．642L8811

．58

　 8．1812

．38

　 9．34277

．40

（7．18）

（6．88）

（7．45）

（4．82）

（3．71）

（0．97＞

（1．95＞

（3．70＞

（1．05＞

（38．51）

．9355653682

99779888

．99

38．0929

．6544

．4819

．6322

．6711

．608

．3814

．909

．42283

．56

（7．27）

（6．88）

（7．4ユ〉

（4．58）

（3，31＞

（LO8 ）

（L85）

〔3．99）

（L14 ）

（37，83）

44n口

0冒

．94

．77

、65

．9130050

σ

8
Ω
00UQ

ゾ

年中 2 月 （n　＝　1606） 年 長 le月 （n ≡1547） 年長 2 月 Cii＝1668）

M （SD ＞ α M （SD） α M （SD ） α

落ち着 き

注意力

社会性

順応性

言語表出

好奇心

身辺 自立

微細運 動

粗大運 動

総得点

39．5230

．965

ーロ6412

に1223

．8411

．758

．7516

．529

．63295

，75

（6．43）

（6．27）

（6．26）

（4ユ5）

（2．75）

（0．73）

（1．60）

（3．59）

（0．89）

（35．21）

．94

．95

．96

，77

．76

．89

．83

．888870

り

40，7132

．1947

．4 

22．6324

，5611

．78

　 9．151793

　 9．81305

．73

（5．40）

（5．51）

（5．38）

（3．70）

（2．27）

（0．76）

（L32 ）

（2．84）

（0．70）

（28。97）

．94

．94

．94

．70

．629288

．873870

ゾ

41．5332

．8448

．3023

．8125

．0411

．839

．3118

．59

　 9．87312

．39

（4．67）

（4．96）

（4．08）

（3．15）

（1．86）

（0．63）

（1．21）

（2．46）

（0．60）

（25．07）

34499Q

ぱ

．670

ゾ

9064

∩
フ

ρ
り

88879

一
部 の 時期を除 い て は ．70 以 上 の α 係数を示 して お り，

十 分 な 内的整合性が 示 され た と判断で き る。

月齢 との 関連

　NDSC の 各尺 度得点 に対 す る 月齢 の 効 果 量 η
z
を Table

3 に 示 し た ， 効果 量 η
2
は．独 立 変数 （こ こ で は 月齢）

の 水準間で の 従属変数 （各尺 度得点）の 変動 を全体 の 変

動 （水準 間の 変 動 ＋ 水準内の 変動）で 除 した値 で あ り，

目安として，η
2 ＝．01で 弱い 効果，η

2＝．09 で 中程度の 効

果，η
2 ＝．25 で 強 い 効果 を 示す と され る。こ の 基 準 に し

たが っ て 各尺度 に 対す る 月齢 の 効果 を評 価 す る と，「落

ち着 き」，「注意力」．「社 会性 ⊥　「順 応性」，「言語表出」

の 5 下位尺度で は 月齢 の 効果 が 中程度で あ り，「好奇心⊥

「身辺自立 」，「微細 運 動⊥ 「粗大運 動」 の 4 下 位尺度 と

総得点で は 月齢 の 効 果 が 強 い と判 断 で き る 。

SDQ との 関連

　NDSC の 各尺 度 得点 と SDQ の 各尺度得点 の 相 関 を

Table　3 に 示 し た。　SDQ の 尺 度 ご と に 見て い くと，　 SDQ

の 「困難性 総 合」は NDSC の 「粗大運動」以外 の 全 て

の 尺 度 と有意 な 相関を示 して い る が，特 に 総得点 と最

も高 い 相関 を示 して い る。SDQ の 「情 緒 不 安定」 は 全

体 に NDSC との 相関が 弱 い が，「順 応 性」に対して最 も

高 い 相関を示 して い る 。 SDQ の 「問題 行 動 」 は，　 NDSC

の 「落ち着 き」 に 対 して 最 も高 い 相 関 を示 し，「多動
・

不注意」 は，「注 意 力」 と最 も高 い 相関を示 して い る 。

SDQ の 「友 人 関 係 問 題 」 お よ び 「向社会的行動」 は，

総 得点 を 除 け ば 「社 会 性 」と 最 も高い 相関 を示 して い る。

　さ ら に，学年に よ る 関連性 の 違 い を検討す る た め，学

年 別 の NDSC と SDQ の 相関 を Table　4 に 示 し た。い ず

れ の 学年 で も，上 述 の 全体 で の 分析結果 とほ ぼ 同様の 相

関パ タ
ー

ンが 示され て い る が，全 体 に 年少 ・年中 よ りも

年長 にお い て 高 い 相関が 見 られ る。

考 察

　本研究で は，保育士 が 日常 の 保育業務 の 中で 作成す る

「保育の 記 録 」を心理 学的 に 体系化 した 「保育記録 に よ

る発 達 尺 度 （NDSC ）」（中 島ほ か，2010 ） の 構成概念妥

当性 につ い て，4 年間 に わ た る 単
一

市内全 園調査 の 大 規

模デ ータ に基づ き，  尺度構造，  月齢 との 関連t   親

に よ っ て 評定 さ れ た不適応問題 との 関連 とい う 3 つ の 観

点か ら検証 を行 っ た 。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Developmental Psychology (JSDP)

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Developmental 　Psyohology 　（JSDP ｝

216 発 達 心 理 学 研 究 第 24 巻 第 2 号

Table　3　 M ）SC の 各尺 度得点 と月齢 お よ び SDQ の 吝尺度得点 との 攤連

NDSC
齢

う

月

仂

SDQ （Pearson
’
s　r）

困 難性 総 合 　　 情緒不安 定 問題 行動　 　 多動 ・不濡 意　 友人 関係問題　 向社 会的行動

落ち着 き

注意力

社会性

順応 性

言語 表出

好奇心

身辺 自立

微細運 動

粗大運動

総得点

．10

．11

．14

．14

．12

．26

．25

．40

．19

．21

一．24＊ ＊ ＊

一．28＊ ＊ ＊

＿．28 ＃ ＊

一22 ＊＊＊

一，14＄ ＊ ＊

一，19＊ ＊ ＊

一．23 写 糧

＿，19＊＊ ＊

一〇9

一．37＊ ＊ ＊

．04

一〇1

一．08

一．15＊ ＊ ＊

＿．02

一．08

一．04

一．03Q

．00

一．10

一．25＊ ＊ ＊

＿．18＊ ＊ ＊

＿．14騨

一10

一．07

一．09

一．12＊

一．11

一．06

＿．21 ＊＊＊

＿，31＊＊＊

＿．34 ＊ ＊ ＊

一27 ＊ ＊ ＊

一ユ6＊ ＊ 串

＿，14＊ ＊ ＊

一．20＊k ＊

一．24牌 ＊

一．20＊ ＊ ＊

一．08

＿．33＊ ＊ ＊

一．11
＿．20 ＊ 緜

一．26 ＊ ＊ ＊

一．19申 籾

＿．14＊ ＊ ＊

一．15＊ ＊ ＊

一．20 ＊ ＊ 申

＿．15＊ ＊ ＊

一．12＊＊

t35
＊ ＊ ＊

．12＊

．13＊ ＊

．18＊ ＊ ＊

，13＊ ＊

．07

．15＃ ＊

．16＊ ＊ ＊

．11

．05

．22＊ ＊ ＊

注、月齢 の 効 果量 η
2

は，各調査 時点 ご とに算 出 した 値 の 平均 値。SDQ と の 相 関は 2010 年 1   月調査 （n ＝1005｝の 値。
“

p く ．05、　＊＊

p く ．Ol，　＃lp
く ．OO1

尺度構造

　NDSC は も と もと調査対象市 の 保育記 録 お よ び年間指

導計画 の 様式 に 合 わ せ て 6 領域 19 下 位尺 度 か らな る 尺

度 と して 開発 され た が，主 成分分析の 結果 か ら，各項 目

の 評定値が 持つ 情 報 を最大 限 有効 に 表現 する た め に は 9

つ の 下 位 尺 度 に再 構 成 す る 必 要 が あ る こ とが 示 され た

（資料 1）。9 つ の 下 位尺度 は，い ずれ も十分 な 内的 整合

性を有 して い た （Table　2）。
い ずれの 尺度 も平均値が 高

く，好奇心以 外の 尺 度 で は平均値 ＋ 標準偏差が 取 りうる

得点範囲の 上限を超えて お り，天 井効果が 懸念され るが，
これ は NDSC が

一
般的な子どもの 個 人 差 で は な く，発

達 の 遅れ や 不適応問題を検出す る 目的 に特 化 した ツ
ー

ル

で あ る こ と を考えれ ば妥当な分布と考え られ る。

　項 目内容 か ら考察す る と，9 つ の 下 位尺度の うち，「落

ち着 き」・「注意力」・「社 会性」
・
「順応性」・「言語表出」

の 5 下位尺度 は，生来の 発 達 障 害や 不適 切 な環境要 因 に

よ っ て 生 じ る特異 的 な不 適 応 問 題，「好奇心 」・「身辺自

立 」・「微細運 動」・「粗 大 運 動 」 の 4 下 位尺 度 は社会生 活

へ の 適応の た め に 必要 と な る ノーマ テ ィ ブ な適応行動 と

関連 が 深い 項目か ら 構成 され て い る。

　不適応問題 と 関連 の 深 い 5下 位尺 度の うち，「落ち着

き」
・
「注意力」 は 適応上 の 外在化問題 や ADHD の 行動

特徴 とt 「社会性」
・
「順応性」・「言語表出」 は 適応 上 の

内在化 問 題 や ASD の 行動特徴 と内容的に 関 わ りが 深 い 。

DSM ・IV−TR （Arnerican　Psychiatric　Association，200   　に

おける ADHD や 自閉性障害の 診断基準 との 対応 を見 る

と，「落ち着き」・「注意力」 は ADHD の 中核症 状 で ある

多動性
・
衝 動性 お よび 不 注 意 に そ れ ぞ れ 対応 し，「社会

性」・「順応性」・「言語表 出」 は 自閉性 障害 の 中核症 状 で

あ る対人 社会性．こ だ わ り，コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン に そ れ

それ対応す る と考えられ，高 い 因子 的妥当性が 示 さ れ た

と言 える。

　適 応 行動 に 関 連が 深 い 4 下 位 尺 度 も，知 的 な発 達 と関

連 の 深 い 「好奇心」，生活面で の 発達に 関 わ る「身辺 自立 」，
運 動 面 で の 発 達 に 関わ る 「微細 運 動」・「粗 大 運 動」と，

幅広 い 領域 の 発達を捉えられる構成 に なっ て い る こ とが

窺 わ れ る 。 NDSC は，こ れ らの 多様な 下 位尺 度 に よ っ て，

保育業務 の 中で 特 に 配慮が必要な子 どもを検出 した り，
現 在 の 園 児の 発 達状 況 を把握 して 次の 指導計画につ なげ

る上 で 必要とな る情報 を包 括的 に得 られ る構成 となっ て

い る こ とが推察 され る。

　た だ し，下 位尺 度 間で 項 目数 に若干 の バ ラ つ きが 見 ら

れ る こ とや ，い ずれ の 下 位 尺 度 に も含 ま れ な い 残 余項 目

が 48 項 目存在す る こ とを考える と，今 後，冗 長 な項 目

の 削 除 や 項 目数の 不足す る 下位尺度の 項 目の 補 強 な どを

行 い ，よ りバ ラ ン ス の とれ た項 目構成 に 近づ けて い くこ

とが 重 要 で あ る と考 え られ る 。

月齢 との 関運

　NDSC の 各 尺 度得点 と月 齢 と の 関連 を検討 した と こ

ろ．「落ち着 き」，「注意力」，「社 会 性 ⊥ 「順 応 性」，「言

語表出」 の 5尺度 は 月齢との 関 連が 中程 度 で あ り，「好

奇心⊥ 「身辺自立⊥ 「微細 運 動⊥ 「粗大 運 動」 の 4 尺度

は 月齢 と強い 関連を持 つ こ とが示 さ れ た （Table　3）。上

述 の よ うに，「好奇心 」，「身辺 自立 ⊥ 「微 細 運 動 」，「粗

大 運 動 」の 4 尺 度 は，通常年長 ま で に習 得 さ れ る ノ ー
マ

テ ィ プ な 適 応 行 動 に 関 連 す る 項 目か ら構成 さ れ て い る 。

こ うした 適応行動 は生 活 年齢 の 上 昇 と と もに 徐 々 に 獲得

され て い くた め，こ れ らの 尺 度 と 月齢 に は 強い 関連 が 見

られ た もの と考えられ る 。

　
一

方，「落ち着 き⊥ 「注意力」，「社会性⊥ 「順 応性」，「言
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Table　4 　学年測 の SDQ と Nl）SC の 下位ノ己度 ご と の楞燗

SDQ
NDSC

困難性総 合 情緒 不安 定 問題 行動 多動 ・不注 意 　　友人 関 係問題 　　向社会 的行動

年少 iη　＝　302）

落ち着 き

注 意力

社 会性

順 応性

言 語表 出

好 奇心

身辺 自立

微 細運動

粗 大運動

総得点

一．23＊ ＊ ＊

一．24＊ ＊ ＊

一31＊ ＊ ＊

＿．27 ＊ ＊ ＊

＿．23＊＊＊

一．13＊

一17＊ ＊

一．20＊ ＊ ＊

＿．11

一．23＊＊＊

．07

，01

一．10

＿．16＊＊

一．14＊

一．06

．00

一．01

一．02

．02

＿，24＊ ＊ ＊

一．13＊

一，12＊

一，11

一，06

一，02

一，11

一，11

一，03

一，11

一．39＊ ＊ ＊

一．39＊ ＊ s

＿．33 ＊＊＊

＿．22＊ ＊ ＊

一．18＊ ＊

一．18＊ ＊

＿．23 ＊ 榊

＿．29＊ ＊ ＊

一10

一．37＊ ＊ 琳

＿．01

一．10

一．31 ＊ 榊

一．25＊ ＊ 串

一．26 ＊ ＊ ＊

一．09

一．10

一14＊

一17＊ ＊

一．12

．12＊

．11

．19＋ ＊

．16籾

．09

．13＊

．12＊

．15＊ 串

．11

．14＊

年中 （n 　＝　327）

落ち着 き

注 意力

社 会性

順 応性

言語表 出

好 奇心

身辺 自立

微 細運動

粗 大運動

総得点

＿．19＊ ＊ ＊

一．19＊ ＊ ＊

＿．19＊ ＊ ＊

＿．10

一．05

＿．15＊ ＊

＿．34＊ ＊ ＊

＿．14＊

一．02

＿．38＊ ＊ ＊

．11

．08

＿．02

＿．08

．06

一．06

一11

一〇1

．05

＿．08

＿．23串 ＊ ＊

一，14＊

一，11

一．06

一．07
一．07

一，11

一，08

＿．03
＿．17＊ ＊

＿．21 ＊＊ ＊

＿．22＊ ＊ ＊

一．14＊

一．04

一．05
一．12＊

＿．25糊 ＊

一12＊

．02

一32＊ ＊ ＊

＿．15＊ ＊

一．21＊ ＊ ＊

一 23牌 寧

一．lo

一．08

一．14＊

一．38＊＊＊

一．15＊ ＊

＿ユ2 ＊

＿．41 ＊ ＊ ＊

．04

．07

．07

．03

一．01

．02

．13＊

一．02

一．02

．19＊ ＊

年長 （n ＝376）

落 ち着 き

注意力

社会性

順応性

言語表 出

好奇心

身辺 自立

微 細運動

粗 大運動

総得点

＿．33＊ ＊ ＊

一．42艸 ＊

一．34＊ ＊ ＊

一．32＊ ＊ ＊

一．22＊ ＊ ＊

＿．27串 榊

＿．31＊ ＊ ＊

一．25＊ ＊ ＊

＿．20＊ ＊ ＊

＿．43＊ ＊ ＊

一．06

＿．17＊ ＊

一．16＊＊

一．30＊ ＊ ＊

一．08

＿．17＊＊

＿．11串

一，11＊

一．07

一．18＊ ＊ ＊

一28＃ ＊

＿．24 ＊ k ＊

一．12＊

＿．12＊

一．02
一．09

＿．15＊ ＊

一．13＊

一．07

＿．23 ＊ ＊ ＊

＿33 ＊＊＊

＿．39＊ ＊ ＊

一．31＊＊ ＊

＿，21＊＊＊

＿．23＊ ＊ ＊

一23＊ ＊ ＊

＿．29＊＊＊

一．27＊ ＊ ＊

＿．20＊ ＊ ＊

一38＊ ＊＊

＿．22＊ ＊ ＊

一．36＊ ＊ ＊

一．37＊＊＊

＿．28＊ ＊ ＊

＿．27＊ ＊ ＊

一．28＊ ＊ ＊

一31 ＊ ＊ ＊

一．22＊ ＊＊

一．21 ＊ ＊ ＊

＿．40＊紳

．10＊

．14＊ ＊

．19t ＊ ＊

．13宰

．14＊ ＊

．17． ＊ ＊

．16＊ ＊

．13＊＊

．11＊

．18＊ ＊ ＊

＊

p く．05，　串 ＊

p く ，01，　＊＊＊p く ，001

語表出」 の 5 尺 度 は，内容 的 に発達障害 の 行動特徴 や 適

応上 の 外在化
・内在化 問 題 な ど，一

部の 子 ど もに の み 見

られ る特異的な不適応問題を反映して い る と考 え られ る。

生 活 年齢 の 上 昇 と と もに 発達 が 見 られ る 適 応 行動 とは 異

な り，不 適応 問 題 は年齢 に よ る 変化 が 小 さい こ とが 知 ら

れ て い る （Sparrow　et　al．，2005）。 その た め，こ れ らの 尺

度 と 月齢の 関連は 中程度に 留 まっ た もの と考 え られ る。

不適 応問題 との 関連

　親評 定 の SDQ の 得点 と NDSC の 各尺度得点 との 相 関

を検討 したとこ ろ，興味深い こ とに，月齢 との 関連が 弱

か っ た 「落ち着 き」，「注 意 力 ⊥ 「社 会性」，「順応性」 で

相対的 に 高い 相関が 見 られ，月齢 との 関 連 が 強 か っ た 「好

奇心」，「身辺自立 」，「微細運 動⊥　「粗大運動」 で低 い 相

関が 見 られ た （Table　3）。つ まりt 「言語表出」を除き，

N 工工
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月齢 との 関連と，SDQ との 相 関 は，逆 の パ ターン を示

した 。 こ の こ と は，「落ち着き⊥「注意力」，「社会性」，「順

応性」の 4 尺度が子 ど もの 適応上の 内在化 ・外在化 問題

や ASD ，　 ADHD な どの 発達障害 の 傾向を反 映す る と い

う前述の 考察を裏づ けるもの で ある。

　下位尺 度 ご との 差異 に 着 目す る と，SDQ の 「多動 ・

不注 意 」や 「問題行動」 は NDSC の 「落 ち 着 き」 や 「注

意 力」 と比 較的相関が 強 く，こ れ らの F位尺 度が 行動上

の 外 在 化 問 題 や ADHD 傾向 を反映す る こ とが 示 唆 さ れ

た 。一
方，SDQ の 「友人 関係問題」 や 「向社会的行動」

は NDSC の 「社会性」 と相対的 に 強い 相関を示 し，「社

会性」 尺 度が ASD 傾向 と関連 の 深 い 友人関係上 の トラ

ブル や 思 い や り行動 の 欠如 と 関連す る こ と が示唆 され

た 。 また，SDQ の 「情 緒 不安定」は NDSC の 「順応性」

と相対的に 強 い 相関 を示 し，「順応性」尺 度が 不 安 ・抑

うつ などの 内在化 問 題 と関 連 す る こ とが 示唆 され た。

　「言語表出 」尺 度 につ い て は，SDQ と明確 な関連が 見

ら れ な か っ た が ，こ れ は SDQ に 言 語 の 問 題 を測 定す る

項 目が 含 ま れ な い た め と考え られ，NDSC が SDQ よ り

も広 汎 な不適 応 問題 を カ バ ー
しうる 可 能性 を示唆して い

る 。 言 語 表 出 の 遅 れ は，DSM −IV−TR に お け る 自閉症 の

診断基準に含まれ て い る こ と に 加え，知的発達 の 遅 れ や

不 適切 な養育環境 を示唆す る可能性 もある ため，当尺度

が不適応問題 の 評価 にお い て 果 たす役割 は大 きい と考え

られ る 。 しか し，「言語 表 出 」 尺 度の 妥当性 に つ い て は，

今後．別の 尺度を用い て検討を行う必 要が ある 。

　月齢 との 関連が 強か っ た 「好奇心⊥ 「身辺 自立 ⊥ 「微

細 運 動 」，「粗大運動」の 4 尺 度で SDQ との 相関が 比 較

的低 か っ た こ と は，こ れ ら の 尺 度 が 子 ども の 不 適 応 的側

面 で は な く，適 応 行動の 発達状況を反映 して い る とい う

前述 の 考察 に一致 す る結 果 で あ る。

　また，学年別の SDQ と NDSC の 相関を検討 した とこ

ろ，い ずれ の 学年も相関の パ ター
ン は全体 で の 分析結果

と類似 してい たが （「多動・
不注意」が 「落ち着 き」・「注

意力」 と，「友人関 係 問題 」や 「向社 会的行動」が 「社

会性」 と，「情緒不安定」 が 「順 応 性」 と相対的に 強 く

相 関），相関の 程度 は年少 や 年中 よ りも年長 に お い て 最

も高か っ た。例 え ば，SDQ の 4 つ の 困難性尺 度 の 総 得

点 で ある 困 難性総 合 得点 との 相関 は，「言 語 表 出 」・「身

辺 自立」を除 く全 て の NDSC の 下 位尺 度お よ び 総 得 点

で 年長が 最 も高 い 値 を示 した 。 こ の こ とか ら，NDSC に

よ っ て 測 定 され る不 適 応 問題 は，年長時 に 最 も顕著 に な

る こ と が 示 唆 され た。

　ADHD の 行動特徴 で あ る不注意
・
多動性や ASD の 行

動症状 で あ る社会性 の 欠如や 順 応 性の 低 さ は，低 い 年齢

段階で は定型発達の 子 ど もに も広 く見 られ る特徴で ある

た め，年少や 年中の 段階で は まだ こ う した行 動 特徴 の 個

人 差が 顕 著 に な りに くい もの と考えられ る。しか し，定

型 発達 の 子 ど もは 年齢 と と もに 注意力，落ち着 き，社

会性，順応性 な どの 能力を発達 させ て い くため，年長

に な る と，ADHD や ASD の 傾向を有す る 子 ど もとの 間

で 顕 在的 な差 が 生 じ始め る と考えら れ る 。 した が っ て，

NDSC に よ る 不適応問題 の 評価 は ，年長時 に行うこ とで

最 も高 い 精度を 発揮す る と考え られ る。

　以 上 の よ うに ，親評定の SDQ と保育士 評 定の NDSC

は 理論的予測 と一
致す る結果 （「多動 ・

不注意」が 「落

ち 着 き」
・
「注意力」 と，「友人関係問題」や 「向社会的

行 動 」 が 「社 会性」 と，「情緒不安定」が 「順応性」 と

相対 的 に 強 く相関） を示 した が，両者 は評定者が 異なっ

て い る た め，互 い に 異なる 側面 に着 目して 評定を行 っ た

可 能性 が考え られ る 。例え ば，友人関 係や 社会性 につ い

て ，親 は 主 に 自宅 や 公 園な どで の 子 ど もの 振 る舞 い に基

づ い て 評 定 を 行うの に 対 し，保育士 は 保育所で の 子 ど も

の 行 動 に 基 づ い て 判断 を行うと考え られ る。両者の 問の

相 関 係 数 が ．30 程度ま で に 留ま っ た の も，こ う した 情報

源の 違 い に 起 因 す る と推察 され る 。 今後，同
一

の 評定者

に よっ て，さらなる 妥当性の検証 を行う必 要が あ る 。

　しか し，心理尺度の 妥当性 の検証 に お い て独 立 した

他者 の 評定を用 い る こ とは，評 定者が 同
一

で あ る こ と

に よ っ て 生 じる バ イア ス を防 ぐた め に 心 理 測定 の 領域

で 広 く用 い ら れ る 手法 で あ り，そ こ で 得 ら れ た 結 果 は

同一評 定者内の 相 関 よ り も有 力 な 妥 当 性 の 証 左 に な る

（Nunnally＆ Bernstein，1994）．ま た，一
般 に，質問紙尺

度 に お け る教 師 評定 と保護者評定 の 相関 は高 くな い こ と

が 知 られ て お り，本 研 究 で 併存的妥当性 の 検証 に用 い た

SDQ で も，同
一

の 下 位尺度 で の 教師評定と保護者 評 定

の 相関は ．30 前後に留まる （Goodman ＆ Lamping
， 2010）。

その ため，教師評定と保護者評定の 相関を検討する場合

に は．係数 の 値 の 絶対的な高 さ よ りも，係数 の 相対的な

差 異 に着 目す る こ とが重要 で あ る。 そ の 視 点 に立 て ば，
NDSC の 教師評定 と SDQ の 保護者評定の 相関パ ター

ンが

理 論 的 予測 に一
致 して い る とい う本研究の 結果 は，評定

者 が 異 な っ て も，NDSC が
一

定 の 妥当性 を もっ て 同一
の

構成概念を測定し うる こ とを示唆 して い る と考 え られ る。

　た だ し，外 在 基 準 と し て 用 い た SDQ の 得点 に は，
ASD や ADHD な どの 発 達 障 害傾 向 に 由来す る 問題だけ

で な く，養育 ・仲 間 関係 な どの 様 々 な環境要因に 起因す

る 問題 も反映 され る た め，NDSC が こ の い ずれの 種類の

問題をよ り敏感 に検出す る か に つ い て は，発達障害の 医

学的診断 と の 関連 や 環境要因との 関 連 を検討す る こ と

で，さ らな る 検証を行 う必 要 が あ る。

ま とめ と今後の 展望

　本研究 で は，NDSC の 構成概念妥当性 につ い て検 証 を

行 っ た 。 主成分 分 析 に よ り9 つ の 下 位尺 度を見出 し，い

ず れ も十分な内的整合性 を持 つ こ と を示 し た 。 9 尺 度 の

うち，「落 ち着き」，「注意 力 」，「社 会性」，「順応性」 の
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4 尺 度 は年齢 との 関連が 弱 く，SDQ との 関連が 強 い こ と

か ら，発 達障害 や不 適応問題を反映す る尺度で あ る こ と

が 示 唆 さ れ た 。 逆 に，「好奇心」，「身辺 自立」，「微細 運 動」，

「粗 大 運 動」 の 4 尺度 は年齢 との 関連 が 強 く，SDQ との

関連が 弱 い こ とから，子 ど もの 適応行動の 発達状況を反

映す る尺度で ある こ とが 示唆 され た。こ の よ うなバ ラ ン

ス の と れ た 下 位尺度構成 に よ っ て，NDSC は，配慮が 必

要 な子 ど もの 検出 と早期 対処 を実 現 す る と と もに，現 在

の 子 どもの 発達状況に 適 合 した 保 育計画の 策定 に貢献す

る ツ
ール として 有効性 を発揮する こ と が 期 待 さ れ る。

　最後 に今後の 展望を示す 。 第 1 に，NDSC に つ い て ，

さ ら に 多角的な構成概念妥当性 の 検証 を行 う必要があ

る 。 本研究で は，尺度構造 の 検討 と，月齢お よび SDQ

との 関連 か ら NDSC の 妥当性 を検証 し た が，今後 は，

NDSC に よ っ て ど の 程度の 精度で発達障害を識別 しうる

か，そ の 際の 最適な カ ッ トオ フ 値 は どの 程度 に な るか を

検討する こ とで ，NDSC の 有用性を よ り高め る こ とが で

きる で あろ う。

　第 2 に，残余項目の 多さや 下位尺度問の 項 目数 の パ ラ

つ きの 問題を解決す るた め に，冗 長な項目の 削除や 不足

して い る 項目の 補強 を行うこ とが 重要で あ る 。
こ う した

改訂 と妥 当性 検 証 を繰 り返す こ とで ，よ り NDSC の 信

頼性 ・妥当性 とコ ス トパ フ ォ
ーマ ン ス を高 め る こ とが可

能に な る で あろ う。 第 3 に，保 育所時点 で の 不適応問題

や 発 達の 遅 れ が，就学以 降の 子 ど もの 不 適応 や発達 を ど

の 程 度 予 測 す る か に つ い て 検討する必要がある。 こ れに

よ り，2008 年 か ら保育所保育指針 に盛 り込まれ た，保

育所か ら小学校へ の 「保育所児 童保 育要 録」 の 提供 を よ

り実 りあ る もの に す る こ とが で きる で あ ろ う。
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資料 1Nl ）50 の 各 下齪 度 の 黻 頂 百

下 位 尺 度 名 項 目

落ち着き　　食事 02，危険 03，習慣 02，話す 15，話す 16，課 題 04，状 況 04，状況 08，集団 08，集 団 10，集 団 11，集団 13，

　 　 　　 　 集 団 14，集 団 15，情 緒 01，情va　e3．情va　e4，情va　08，拷 績 10，落ち着 き02，落 ち着 き e3，落 ち着 き 04

注 意力 習慣 06，習慣 07，習慣 09，聞 く 03，聞 く 04，聞 く 05，聞 く07，聞 く08，聞 く   9，話す 12，話す 17，話す 18，

理解   6，
．
課題 15，状 況 05，状 況 06，状況 10，状 況 H

社 会性 聞 く02，話す 10，話 す 13，話す 14，話す 19，課 題 03，状 況 02，集団 01，集団  2，集団 03，集団 04，集団 05，

集団 06，集団 07，集団 09，集団 12，集団 17，遊び 02，遊び   3，遊び 〔》4，遊び 05．遊び 06，避び 08，遊び 09，

遊 び 13

願 応性 課題 11，状 況 07，状況 09，情緒 05，情緒 G9

言語表出　 話す D1，話す e2，話す 03，話す04，話す 08，話す 11
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The　present　study 　assessed 　the　construct 　validity 　of 　the　Nursery　Teacher　Rating　Development　Scale　for　Children（NDSC ）．

Data　were 　obtained 　from　9ρ74　preschoolers　over 丘）ur 　years　of　longitudinal　investigation　at　nursery 　schools ．　Principal

component 　ana ｝ys重s　y重e 正ded　nine 　subscales ，　and 　aU　subscaIes 　exh 孟bited　suf丘cient　internal　consisten 〔；y．　F◎ur 　subscales ，

（Calmness，　Attendon，　Socialit｝〜and 　Adaptability）showed 　a　comparatively 　weak 　relation　with 　age 　and 　a　strong 　relation 　with

scores 　on 　the 　Strengths　and 　Difficulロes 　Question照 ire（SDQ＞，　a　screening 　tool　for　behaviora1　and 　emotional 　problem　of

ch聾d：en．　T短s 且nding 　indicated　that　these　subscales 　refiect 　children
’
s　malad 匪ptive　be壺av 逾 s　or　symptoms 　of　develGp恥 entai
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stro蠱g　relation　wi伽 age 　a 贏d　a　weak 　re｝ation 　w 重th　SDQ 　scores ．　This　indic就 ed 廿lat　these 　subsc 田es 　measured 　children
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s

deveiopmental　level　of　adaptive　behaviors．1n　conciusion
，
　the　balanced　scale 　composition 　of　NDSC 　may 　enable　early　detecUon

and 　appropriate　treatment　of　children　who 　have　special　needs 　and 　contdbute 　to　planning　nursery 　education 　that　is　adaptable
to　sult 　children

’
s 　developmentaL　state ．
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